
千葉衡研報告 第9号 25281985年  （短軸）  

走査型電子顕微鏡によって観察したコイの紙の  

寄生虫，C何／Odone／／∂Cypr／∩／について  

福田 芳生  工藤 幸子  福島 悦子  

佐二木順子  高橋 勝弘   

Scanning Electron Microscopy of Protozoic Parasite，  

Chilodonella cyPrinifrom the Cards Gill  

Yoshio FUKしDA，Sachiko KUD0．Etsuko FしKしSHIMA．  

Junko SAJIKIand Katsuhiro TAKAHASHI  
′－   

1 はじめに  

一生を水中で過ごす魚類は体の内外に，長い進化の末  

特殊化した多種多様な寄生虫が存在し，そこを生活の主  

要な場としている。その結果 魚体は寄生虫によって種々  

の障害を受けることになる。それらの寄生虫は動牛勿学的  

な興味ばかりか，魚の死因を究明する上にも，現在重要  

な研究課題となっている。  

そこで．今回はコイの鰻に認められた寄生性原虫．   

Cんりod㈹eJJαCプpγi几fについて・走査型電子定員鏡によっ  

て観察したので，その結果について報告する。  

Il材料ならびに方法  

観察の対象としたコイは，印旛沼付近の河川から1984  

／一年6月中旬捕獲した体長32。m，重量920gの雄である。  

魚は開腹後，直ちに10％フォルマリン溶液に投入し固定  

した。その後，賠蓋を除去し，鱈の一部を解剖用の鋏を  

用いて切除した。試料は常法に従って，走査型電子冒頁微  

鏡による観察のための処置を施した。走査型電子冒頁徴鏡  

は日立製（S－450type）である。観察及び写真撮影時の  

加速電圧は20k＼／で行なった。  

川 観察及び論議  

観察の対象としたコイの成魚は，鯉の主要部分を構成  

する鰻弁（gillfilament）し図1）の鯉薄板（gi111ar  

mellae or secondary gilllamellae）は部分的に融  

合し．その部分はあたかも棍棒状を呈して見える（図2  

～3）。賠弁の先端部の上皮は高度の壊死に陥り．それ  

が消失することによって，鯉弁の中心部に位置する車欠骨  

性の支柱が露出している（図2～4）。   

これは，グラム陰性のFJe二万王みαC吉eγCOJumγlαγiぶの感  

染によることが考えられる。ト3）融合した紐帯板表面は，  

呼吸上皮の萌壊産物や不定型の粘液牛勿質によって厚く覆  

われるc それはいわゆる偽膜（pseudo－membrane）  

と呼ばれているものに相当する。また，長期間生活排水  

の流入する池沼で飼育されたコイでは，偽膜はしばしば  

細相性の薄膜として観察されることがある＝。   

今回，観察の対象としたCんiJodoれeJJαCツpγiれiぱ’・  

壊死に陥った呼吸上皮表面や，融合した眼薄板の窪みに  

集合あるいは散在している〔図5～8）。このCんfJodo一  

肌仇＝朝川瓶の虫体は背順方向に扁平であり，あたか  

も葉状を呈して見える。体の前方及び後方は鈍円，体側  

緑部はほぼ直線状であり，細胞口（cytostom）の位置  

する脂側線が一部弓状に窪み，それに続く体後側線部に  

溝を伴う弧状の突出部がある（図7）。虫体の平均的な  

大きさは20×30〟m前後あり，全体として帽側の細砲口  

を頂点とする三角型に近い（図7．9）。背面は平滑で  

あり．特別な構造は認められない（図8）。細抱口は体  

月別則前方の内側中央部に位置し（図7，9～11の矢印），  

直径3／Jm前後の円型を呈する結節状の突起物として観  

察される。細胞口開孔郡の周囲は．限界明瞭な環状構造  

からなる（図11）。細脚回頭（cytopharynx）郡には，  

14－16個に及ぶクテクラよりなる棒状体が存在し．補強  

の役割を負っている5－。。虫体の脂面には．体側に沿って  

弧を措いて走行する5～9列の線条群が認められる（間  

7．9～10）。この各線条の間隔は0．5／Jm前後あり．そ   千葉県衛生研究所  
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こに浅い溝を形成する。線条の数は一方側では5丸 他  

方でほ9本を数え，それらの線条群は合流することがな  

い（図7）。線条表面には，等間隔で並列する0．1／Jm前  

後の微細な顆粒構造が認められる（図11）。   

この線条は基本的には細胞口前方を半周する突起列と  

同一のものと考えられるが．体側のものでは噸粒状構造の  

間隔が密であることが挙げられる（図10）。このCんfJo（ゴ0乃一  

招α丹押晶の体表には・通常の原虫にとって重要な運  

動器官となる線毛群が全く存在していない。この事から  

考えるに・Cん抽do乃e〃αりpγよ乃iは移動に際して・体を  

りでミ カルに収縮あるいは伸張することによって．魚の体  

表面あるいは紙上皮表面を移動し，食牛勿を得るのであろう。   

カラムナリス病（c01umnarlS dlSeaSe）による鱈の  

壊死巣内部に，しばしばCんiわdoれe〃αりpγi花王が侵入  

しており．それは鯉の組織の萌壊産物や微生物を摂取す  

るばかりか（図12～14），鱈組織を積極的に破壊する。  

このCん油do乃e〃αりpγ王れiは特別な寄生虫というわけ  

ではなく．常時魚体表面や体腔（この場合．鰻重を指す）  

内に認められるものであるが，水質の悪化によって魚が  

弱り，粘液性の分泌物が増加し，組織の萌壌，壊死性の  

細菌感染という一連の悪条件が揃った時．その活躍の場  

を得る。従って，このCんfわdo乃eJJαりpγf乃fは厳密に  

定義するならば，環境の悪化によっては，異常繁殖し，  

寄生に車云ずる能力を潜在している原虫と言い得よう。  
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図1・鯉蓋を除去して内側の鯉列及び鰻弁を示す  

カラムナリス病によって  

上皮が壊死に陥り，露出  

した軟骨性の支柱  

図2．カラムナリス病（鯉の壊死病）による障害を示す模式図  
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走査型電子星眉微鏡によって観察したコイの鱈の寄生軋 Chilodonella cyprinlについて   

鯉のカラムナリス病（c01umnaris disease）とChilodonelLacyprinほ示す走査型電子顕微鏡像。  

図3～4：カラムナリス病による壊死像を示す。  

図5－4＝鱈（賠薄板）の病変部に密集するCんiJodo花eJJαCプpγ上れfc  

図7：Chilodonellacypriniの脂側全体像を示す（矢印は細胞口・CytOStOm）。  

図8：平滑な背面を示す（図中のUは〃mを示す）。  
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Cん混doれe〃αCγpγ去れiの腹側表面を示す走査型電子郎微鏡像。  

図9～11：腹側表面を示す。特異な線条群が認められる。原虫の主要な運動器官である綿毛は全く存在し  

ない。図中の矢印は総へて細胞口（cytostom）である。  

図12～14：賠の壊死巣の内部に侵入した虫体。表面に多の梓菌が付着している。これはCんiJ8d。乃eJJα  

り甘け扇の栄養源の一部となる（図中のUは〃mを示す）。  
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